
平成 27年 12 月 地震・火山月報（防災編） 

 - 11 - 気象庁作成 

11 月中旬から熊本県熊本地方で地震活動がやや

活発となり12月31日までに最大震度１以上を観測

した地震が 17 回（最大震度３：２回、最大震度２：

５回、最大震度１：10 回）発生した。これらの地

震活動は、地殻内で発生した。最大規模の地震は、

12 月４日 05 時 40 分に深さ６km で発生した M3.2

の地震（最大震度３）である。また、12 月７日 06

時 25 分に深さ５km で M3.1 の地震（最大震度３）

が発生した。この地震は、発震機構が北北東－南南

西方向に張力軸をもつ正断層型である。 

2000 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地震活

動付近（領域ａ）では、M3.0 以上の地震がしばし

ば発生している。2011 年 10 月５日には M4.5 の地

震（最大震度５強）が発生し、住家一部破損 10 棟

の被害が生じた（熊本県による）。 

1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地震活

動周辺（領域ｃ）では、M5.0 以上の地震が７回発

生している。今回の地震活動の東側 20km 付近では、

1975 年１月から２月にかけて地震活動が活発とな

り、1975 年１月 23 日に M6.1 の地震（最大震度５）

が発生し、負傷者 10人、建物全壊 16棟、建物半壊

17棟などの被害が生じた（熊本県による）。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ａ内の断面図（東西投影） 

震央分布図 

（1923 年１月１日～2015 年 12 月 31 日、

深さ０～40km、M≧4.0） 

熊本県熊本地方の地震活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

今回の地震活動

の震央位置 

ｃ 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

図中の細線は、地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。

図中の細線は、地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。

緑川断層帯 
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熊本県 

今回の地震活動の

最大規模の地震 

布田川断層帯

 

（2015 年 11 月１日～12 月 31 日、M≧0.0）
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布田川断層帯 

別府-万年山断層帯

震央分布図 

（2000 年 10 月１日～2015 年 12 月 31 日、

深さ０～20km、M≧0.5） 

2015 年 11 月 19 日以降の地震を濃く表示 

西 東 

日奈久断層帯 


